
　

伊
勢
崎
市
立
四
ツ
葉
学
園
中
等
教
育
学

校
は
、「
四
ツ
葉
の
学
び
」
と
し
て
、「
興

味
を
喚
起
し
関
心
を
高
め
る
た
め
の
学
び
」

「
思
考
力
を
育
成
す
る
た
め
の
学
び
」「
表

現
力
を
育
成
す
る
た
め
の
学
び
」
を
授
業

の
柱
に
掲
げ
て
い
る
（
図
１
）。
こ
の
理
念

を
打
ち
出
し
た
の
は
、
１
期
生
が
４
年
生

（
高
校
１
年
生
）
に
進
級
し
た
２
０
１
２
年

４
月
の
こ
と
だ
。
１
期
生
が
高
校
段
階
に

進
級
す
る
の
を
見
据
え
て
、
従
来
型
の
授

業
か
ら
の
脱
却
を
図
る
の
が
狙
い
だ
っ
た
。

キ
ャ
リ
ア
・
グ
ロ
ー
バ
ル
担
当
総
括
の
飯

塚
秀
彦
先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
入
学
か
ら
３
年
間
、
１
期
生
は
主
体
的

に
考
え
、
活
動
し
、
発
表
す
る
体
験
を
授

業
で
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

高
校
で
い
き
な
り
講
義
中
心
の
授
業
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
、
生
徒
を
混
乱

さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。『
学
び
続
け
る
生
徒

の
育
成
』
と
い
う
目
標
を
実
現
す
る
た
め

に
も
、
３
つ
の
学
び
を
掲
げ
、
先
生
方
の

共
通
理
解
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」

　

知
識
の
注
入
に
特
化
し
た
講
義
中
心
の

授
業
で
は
な
く
、
生
徒
が
主
体
的
に
活
動

す
る
中
で
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

や
主
体
性
・
協
働
性
を
高
め
る
授
業
を
追

求
し
た
い
と
い
う
教
師
の
思
い
が
、「
四
ツ

葉
の
学
び
」
と
し
て
結
実
し
た
。

　

そ
う
し
た
理
念
の
下
、
同
校
は
ど

の
よ
う
に
生
徒
を
育
て
て
い
る
の
か
。

通
常
教
科
、
合
教
科
・
科
目
、「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」（
以
下
、
総
合
学

習
）
の
３
つ
の
切
り
口
で
見
て
い
く
。

　

生
徒
の
知
的
好
奇
心
を
高
め
る
た

め
に
教
師
が
意
識
し
て
い
る
の
が
、

多
角
的
な
も
の
の
見
方
、
多
様
な
考

え
方
に
気
付
か
せ
る
こ
と
だ
。
例
え

ば
、
飯
塚
先
生
が
担
当
す
る
現
代
社

会
で
は
、
生
徒
は
次
の
よ
う
に
「
社

実
践
事
例
●

群
馬
県
・
伊
勢
崎
市
立
四
ツ
葉
学
園
中
等
教
育
学
校

通
常
教
科
、合
教
科
・
科
目
、総
合
学
習
の

三
位
一
体
で
、真
の
学
力
を
育
む

２
０
１
５
年
３
月
に
１
期
生
の
卒
業
を
迎
え
た
伊
勢
崎
市
立
四
ツ
葉
学
園
中
等
教
育
学
校
で
は
、

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
鍛
え
る
授
業
と
定
期
考
査
、
英
語
と
公
民
・
理
科
の
融
合
科
目
の
設
置
、

起
業
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
よ
り
、知
識
・
技
能
に
と
ど
ま
ら
な
い
総
合
的
な
学
力
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

大
学
進
学
後
も
主
体
的
に
学
び
続
け
る
意
欲
・
姿
勢
を
、
ど
の
よ
う
に
育
成
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

1

社
会
を
多
角
的
に
見
つ
め

生
徒
の
関
心
を
喚
起
す
る

図１ 「四ツ葉の学び」

（１）興味を喚起し関心を高めるための学び
•視聴覚教材の積極的な活用と提示の仕方の工夫
•教科・科目独自の見方や考え方の多様さに気付かせる工夫
•教科・科目内容と社会とのつながりに気付かせる工夫
•多様な答えや考え方が出せる発問の工夫

（２）思考力を育成するための学び
•授業で行ったことを確認する発問だけではなく、気付きから課題を見い
ださせ、なぜそうなるのか、なぜそうであるのかを考えさせる授業展開

•考査において、思考力を問う問題を積極的に出題する

（３）表現力を育成するための学び
•グループでの話し合い活動、共同（協働）学習を積極的に取り入れる
•レポートなどにまとめる活動を積極的に取り入れる
•考査において、文章で答えさせたり図示させたりする問題を積極的に出
題する

＊学校資料を基に編集部で作成

高
校
段
階
進
級
を
見
据
え
て

「
四
ツ
葉
の
学
び
」を
設
定
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高
大
接
続
改
革
と
こ
れ
か
ら
の
教
師
の
役
割

り
か
ら
、
生
徒
の
価
値
観
が
揺
ら
ぎ
始
め

る
。
続
い
て
、
年
齢
別
の
グ
ラ
フ
を
見
せ
、

高
齢
者
ほ
ど
自
殺
者
数
が
多
い
こ
と
を
示

し
、
そ
こ
か
ら
社
会
保
障
の
仕
組
み
や
課

題
に
つ
い
て
深
く
学
ん
で
い
く
。

　
「『
な
ぜ
、
そ
う
な
っ
て
い
る
の
か
』
と

い
う
課
題
意
識
を
持
た
せ
て
授
業
に
入
ら

な
い
と
、
生
徒
は
何
の
た
め
に
学
ぶ
の
か

が
分
か
ら
ず
、
や
ら
さ
れ
感
だ
け
が
募
り

ま
す
。
も
は
や
大
学
入
試
と
い
う
目
標
だ

け
で
、
生
徒
の
学
習
意
欲
を
引
き
上
げ
る

の
は
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
教
育

の
王
道
に
立
ち
返
り
、教

科
の
魅
力
や
面
白
さ
を

伝
え
る
こ
と
が
、
生
徒

の
主
体
的
な
学
び
を
促

す
に
は
必
須
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
」（
飯
塚
先
生
）

　

生
徒
の
授
業
へ
の
関

心
を
高
め
る
た
め
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
も
活
用
す
る
。
飯

塚
先
生
は
、「Classi

」

（
＊
）
で
生
徒
に
授
業

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て

い
る
。
毎
授
業
後
、
授

業
で
学
ん
だ
こ
と
や
教

師
へ
の
質
問
な
ど
を

「Classi

」
に
入
力
し
て

も
ら
い
、
そ
の
内
容
を

一
覧
に
し
て
「
現
社
通

信
」
と
し
て
生
徒
に
配

布
し
て
い
る
（
図
２
）。

紙
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
配
布
用
と
し

て
回
答
結
果
を
ま
と
め
る
の
に
時
間
が
掛

か
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
れ
ば
、
容
易

に
回
答
結
果
の
一
覧
を
作
成
で
き
、
生
徒

の
考
え
も
迅
速
に
学
級
内
で
共
有
で
き
る
。

　
「
生
徒
は
書
き
込
み
な
が
ら
授
業
を
振
り

返
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
学
習
内
容
の
定

着
に
も
つ
な
が
り
ま
す
し
、
教
師
は
生
徒

た
ち
の
書
き
込
み
内
容
か
ら
一
人
ひ
と
り

の
理
解
度
を
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
、
生

徒
同
士
で
気
付
き
を
共
有
し
、
互
い
に
刺

激
し
合
う
こ
と
で
、『
自
分
も
も
っ
と
書
け

る
よ
う
に
な
り
た
い
』
な
ど
と
学
習
意
欲

の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
狙
い
と
し
て

い
ま
す
」
と
飯
塚
先
生
は
語
る
。
質
問
も

共
有
で
き
る
た
め
、
生
徒
の
疑
問
か
ら
授

業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
な
ど
、
授
業
の
進

め
方
に
も
生
か
し
て
い
る
と
い
う
。

　

定
期
考
査
で
は
、
単
に
知
識
・
技
能
を

問
う
だ
け
で
は
な
く
、
授
業
で
学
ん
だ
知

識
・
技
能
を
活
用
し
て
答
え
る
問
題
を
出

題
し
て
い
る
。
15
年
度
の
現
代
社
会
の
１

学
期
期
末
考
査
で
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

会
保
障
」
に
つ
い
て
学
ぶ
。

　

授
業
は
「
日
本
は
豊
か
な
国
か
」
と
い

う
教
師
の
問
い
掛
け
で
始
ま
る
。
９
割
以

上
の
生
徒
が
「
豊
か
な
国
」
と
答
え
た
。

そ
こ
で
、
教
師
が
年
間
３
万
人
前
後
で
推

移
す
る
グ
ラ
フ
を
示
し
、
何
を
表
す
グ
ラ

フ
か
を
グ
ル
ー
プ
で
考
え
さ
せ
る
。
し
ば

ら
く
し
て
、
グ
ラ
フ
が
日
本
の
自
殺
者
数

の
推
移
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。
こ
の
辺

＊　ソフトバンクとベネッセの合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

伊
勢
崎
市
立
四
ツ
葉
学
園
中
等
教
育
学
校

◎
２
０
０
９
年
、
伊
勢
崎
市
立
伊
勢
崎
高
校
を
前
身

に
開
校
。
教
育
目
標
は
「
自
学
・
自
律
・
共
同
・
共
生
」。

55
分
授
業
、
全
学
年
１
学
級
30
人
と
し
、
き
め
細
か

い
指
導
を
展
開
。
15
年
度
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
の
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
に
指
定
。

◎
設
立　

２
０
０
９
（
平
成
21
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
１
２
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）

国
公
立
大
は
、
群
馬
大
、
千
葉
大
、
東
京
外
国
語
大
、

東
京
学
芸
大
、
国
際
教
養
大
、
前
橋
工
科
大
、
首
都

大
学
東
京
な
ど
に
38
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、上
智
大
、

中
央
大
、
東
京
理
科
大
、
立
命
館
大
、
関
西
学
院
大

な
ど
に
延
べ
２
２
６
人
が
合
格
。
ア
メ
リ
カ
・
ミ
ズ
ー

リ
州
立
大
付
属
語
学
学
校
に
１
人
進
学
。

◎U
R
L　

http://w
w
w
.yotsuba-ss.ed.jp/

伊
勢
崎
市
立
四
ツ
葉
学
園
中
等
教
育
学
校

飯
塚
秀
彦　
い
い
づ
か
・
ひ
で
ひ
こ

教
職
歴
21
年
。同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

キ
ャ
リ
ア
・
グ
ロ
ー
バ
ル
担
当
総
括
、
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
長
。

＊学校資料をそのまま掲載

図２ 「現社通信」

真
の
思
考
力
を
問
う
問
題
を

定
期
考
査
で
出
題
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起
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
中
学
校
段
階
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
カ
テ
ィ

ブ
な
活
動
を
多
用
す
る
と
共
に
、
教
科
書

の
内
容
そ
の
も
の
を
掘
り
下
げ
、
テ
ー
マ

に
対
す
る
関
心
を
深
め
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
英
語
の
授
業
だ
け
で
は
、

多
様
な
分
野
に
わ
た
る
教
科
書
の
内
容
の

一
つ
ひ
と
つ
を
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と
は
、

時
間
的
に
も
、
教
師
の
専
門
性
の
観
点
か

ら
も
難
し
い
。
そ
こ
で
、
同
校
で
は
、
英

語
と
公
民
・
理
科
を
合
同
で
行
う
合
教
科
・

科
目
型
の
学
校
設
定
科
目
と
し
て
、
５
年

生
文
型
の
「
現
代
社
会
と
英
語
Ⅰ
」、
６
年

生
文
型
の
「
現
代
社
会
と
英
語
Ⅱ
」、
５
年

生
理
型
の「
現
代
科
学
と
英
語
」を
設
け
た
。

文
型
で
は
世
界
史
や
政
治
・
経
済
な
ど
と

の
選
択
履
修
と
し
、
理
型
は
必
修
と
し
た
。

　

５
年
生
理
型
で
こ
の
科
目
を
必
修
と
し

た
の
は
、
理
系
志
望
者
に
は
高
校
在
学
中

か
ら
科
学
英
語
に
親
し
ん
で
お
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
た
か
ら
だ
。

　
「
生
徒
は
『
英
語
は
文
系
が
学
べ
ば
よ
い
』

と
考
え
が
ち
で
す
が
、
大
学
で
英
語
の
文

献
を
読
む
機
会
が
多
い
の
は
理
系
の
学
生

で
す
。
学
会
で
の
発
表
も
英
語
で
行
う
の

が
一
般
的
で
す
か
ら
、
理
系
の
生
徒
が
大

学
進
学
後
に
戸
惑
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、

高
校
段
階
か
ら
科
学
英
語
を
学
ば
せ
、
心

構
え
を
持
た
せ
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
ま
し
た
」（
飯
塚
先
生
）

　

授
業
は
、
英
語
科
と
、
地
歴
・
公
民
科

ま
た
は
理
科
（
物
理
・
化
学
・
生
物
）
の
チ
ー

ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
進
め
る
。「
現
代
社

会
と
英
語
Ⅰ
」
を
例
に
見
て
い
く
。

　

教
材
は
、
同
校
の
英
語
科
教
師
と
ア
メ

リ
カ
・
ミ
ズ
ー
リ
州
立
大
付
属
語
学
学
校

が
共
同
で
作
成
し
た
テ
キ
ス
ト
「Global 

Leadership A
cadem

y

」。
同
校
で
は
、

５
年
生
１
学
期
に
ミ
ズ
ー
リ
州
立
大
で
11

日
間
の
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
う
ち
４

日
間
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ズ
」

と
題
し
て
、人
口
問
題
や
資
源
問
題
、経
済
、

科
学
技
術
、
情
報
な
ど
に
関
す
る
英
語
の

授
業
を
受
け
、
関
連
施
設
を
訪
問
す
る
。

そ
の
研
修
の
事
前
学
習
に
用
い
る
テ
キ
ス

ト
が
「Global Leadership A

cadem
y

」

で
、
当
日
の
講
義
と
同
じ
７
カ
テ
ゴ
リ
ー

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

授
業
は
週
４
コ
マ
で
、
２
週
間
掛
け
て

１
単
元
に
取
り
組
む
。
前
半
の
４
コ
マ
は
、

飯
塚
先
生
が
Ｔ
１
と
な
っ
て
、
単
元
に
か

か
わ
る
基
礎
知
識
や
ト
ピ
ッ
ク
を
解
説
し
、

グ
ル
ー
プ
で
調
べ
学
習
や
発
表
を
行
う
。

後
半
の
４
コ
マ
は
、
英
語
科
教
師
が
Ｔ
１

と
な
り
、
テ
キ
ス
ト
を
読
解
し
、
飯
塚
先

生
が
Ｔ
２
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
入

や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
支
援
す
る
。

　
「
現
代
科
学
と
英
語
」
は
、
英
語
科
教
師

が
科
学
の
実
験
な
ど
に
関
す
る
文
献
を
選

ん
で
作
成
し
た
テ
キ
ス
ト
を
用
い
る
。
物

理
科
教
師
と
の
合
同
授
業
で
は
、
英
語
科

教
師
の
指
導
の
下
、
振
り
子
に
関
す
る
実

験
方
法
に
つ
い
て
述
べ
た
英
文
を
読
み
、

生
徒
が
実
験
器
具
や
方
法
を
図
示
し
て
か

ら
、
物
理
科
教
師
の
指
導
に
よ
っ
て
実
際

に
装
置
を
組
み
立
て
て
実
験
を
行
う
。

　
「
教
科
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
教
師
が
生

徒
に
と
っ
て
必
要
だ
と
思
う
こ
と
を
実
験

的
に
取
り
組
め
る
の
が
合
教
科
・
科
目
の

良
い
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
、
英
語
や
国
語

は
他
教
科
・
他
科
目
と
の
連
携
が
取
り
や

す
い
の
で
、
こ
の
２
教
科
を
起
点
に
他
教

科
と
の
合
同
授
業
を
行
っ
て
い
く
と
良
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
」（
飯
塚
先
生
）

　

生
徒
の
主
体
的
・
協
働
的
な
学
習
態
度

の
育
成
と
社
会
的
な
視
野
の
拡
大
を
図

る
た
め
、
５
・
６
年
生
の
総
合
学
習
で
は
、

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
よ

ス
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
観
点
か
ら
社
外
取
締

役
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
新
聞
記

事
を
例
示
し
、
外
部
出
身
者
を
取
締
役
に

す
る
目
的
を
説
明
さ
せ
る
論
述
問
題
を
出

題
し
た
。
社
外
取
締
役
に
つ
い
て
は
、
授

業
で
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
初
見
の
新
聞

記
事
の
内
容
と
、
既
に
学
習
し
た
株
式
会

社
の
機
能
や
取
締
役
会
の
役
割
な
ど
の
知

識
と
合
わ
せ
て
考
え
る
こ
と
を
通
し
て
、

思
考
力
を
鍛
え
る
の
が
狙
い
だ
。

　
「
教
師
は
生
徒
に
『
考
え
て
ご
ら
ん
』
と

よ
く
言
い
ま
す
が
、
比
較
し
た
り
類
推
し

た
り
す
る
も
の
を
設
け
て
い
な
い
限
り
、

本
当
の
思
考
力
・
判
断
力
を
問
う
て
い
る

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
試
験
で
も
、
文
章
を

書
か
せ
さ
え
す
れ
ば
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
を
問
う
問
題
に
な
る
と
考
え
が
ち

で
す
が
、
単
に
覚
え
た
も
の
を
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
さ
せ
る
だ
け
で
は
思
考
し
た
こ
と
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
比
較
・
類
推
す
る
も
の
を

設
け
て
、
も
う
一
段
階
深
く
考
え
さ
せ
る

こ
と
で
、
真
の
思
考
力
が
育
ま
れ
る
と
考

え
て
い
ま
す
」（
飯
塚
先
生
）

　

英
語
の
授
業
で
は
、
生
徒
が
英
語
を
使

う
必
然
性
や
話
し
た
い
と
い
う
意
欲
を
喚

合
教
科
・
科
目
の
学
校
設
定
科
目
で

教
科
書
の
内
容
の
理
解
を
深
め
る

生
徒
に
必
要
だ
と
思
う
こ
と
を

教
科
の
枠
を
超
え
Ｔ
Ｔ
で
実
践

起
業
を
テ
ー
マ
と
し
た
総
合
学
習
で

主
体
性
・
協
働
性
を
高
め
る
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集　

高
大
接
続
改
革
と
こ
れ
か
ら
の
教
師
の
役
割

う
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
ミ
ズ
ー
リ

州
立
大
で
の
研
修
と
の
連
続
性
を
重
視
し
、

研
修
に
お
い
て
、
社
会
的
・
グ
ロ
ー
バ
ル

的
な
課
題
に
つ
い
て
視
野
を
広
げ
た
こ
と

を
受
け
て
、
帰
国
後
す
ぐ
に
研
究
テ
ー
マ

を
設
定
し
、
解
決
手
段
と
し
て
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
発
案
す
る
。

　
「
１
年
生
か
ら
培
っ
て
き
た
思
考
力
や
表

現
力
の
集
大
成
の
活
動
で
あ
る
の
と
同
時

に
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
を
設
け
る
こ
と
で

実
社
会
へ
と
視
野
を
広
げ
る
の
が
狙
い
で

す
。
社
会
を
変
え
る
た
め
に
は
、
周
り
の

人
た
ち
と
協
力
し
て
継

続
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
、

体
験
的
に
学
ん
で
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
飯
塚
先
生
）

　

活
動
は
４
〜
６
人
の

グ
ル
ー
プ
単
位
で
行

う
。
地
域
、
高
齢
者
、
環

境
、教
育
な
ど
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
を
設
定
し
、生
徒
の

希
望
を
基
に
、学
年
団
が

学
級
・
文
理
混
合
の
グ

ル
ー
プ
を
つ
く
る
。
学

級
・
文
理
混
合
と
す
る

の
は
、協
働
の
機
会
を
多

く
設
け
や
す
い
か
ら
だ
。

　

グ
ル
ー
プ
が
出
来
た

ら
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

解
決
し
た
い
テ
ー
マ
と

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
設
定
し
、
週
１
回
の

授
業
で
研
究
を
進
め
て
い
く
。
そ
の
過
程

で
は
、
必
ず
一
度
は
外
部
機
関
に
取
材
を

行
う
。
生
徒
は
自
ら
、
大
学
、
公
共
機
関
、

企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
連
絡
し
て
取
材
の

約
束
を
取
り
付
け
、
訪
問
し
、
現
状
の
課

題
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
に
つ
い
て
聞
き

取
り
調
査
を
行
う
。
訪
問
日
が
平
日
と
な
っ

た
場
合
は
、
公
欠
扱
い
と
し
て
い
る
。

　

研
究
の
成
果
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
、
ポ
ス
タ
ー
と
配
布

用
の
Ａ
４
版
プ
リ
ン
ト
１
枚
（
図
３
）
に

ま
と
め
て
、
６
年
生
１
学
期
末
に
発
表
す

る
。
発
表
会
は
全
グ
ル
ー
プ
を
無
作
為
に

４
教
室
に
分
け
て
行
い
、
生
徒
の
投
票
で

教
室
ご
と
に
最
優
秀
の
２
グ
ル
ー
プ
を
選

出
、
計
８
グ
ル
ー
プ
が
全
学
年
の
前
で
発

表
を
行
い
、
成
果
を
共
有
す
る
。

　

15
年
３
月
、
１
期
生
が
巣
立
っ
た
。
今
、

卒
業
生
か
ら
よ
く
聞
く
の
は
「
四
ツ
葉
で

の
学
び
が
、
大
学
で
の
学
び
に
役
立
っ
て

い
る
」
と
い
う
声
だ
。「
他
校
出
身
の
学
生

の
中
に
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
レ

ポ
ー
ト
で
苦
労
し
て
い
る
人
が
多
い
が
、

自
分
は
違
和
感
な
く
取
り
組
め
て
い
る
」

な
ど
、
高
校
で
の
学
び
で
身
に
付
い
た
力

が
、
大
学
の
学
び
に
必
要
な
力
で
あ
っ
た

こ
と
に
気
付
く
卒
業
生
が
少
な
く
な
い
。

　

進
学
し
た
大
学
以
外
で
行
う
一
般
向
け

の
講
座
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
積
極
的
に
参

加
す
る
卒
業
生
も
目
立
つ
と
い
う
。「
様
々

な
教
育
機
会
を
活
用
し
て
、
主
体
的
に
学

び
続
け
る
力
の
育
成
も
本
校
の
目
標
の
１

つ
で
す
。
大
学
卒
業
後
も
そ
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
自
分
自
身
を
磨
き
続
け
て
ほ
し

い
」
と
飯
塚
先
生
は
エ
ー
ル
を
送
る
。
今

後
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
利
用
し
て
、
卒
業
生

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
継
続
し
、「
四
ツ
葉
の

学
び
」
が
ど
の
よ
う
に
花
開
い
て
い
く
の

か
を
追
跡
し
て
い
く
と
い
う
。

　

課
題
は
、「
四
ツ
葉
の
学
び
」
を
教
師
全

員
が
確
実
に
実
践
す
る
こ
と
だ
。
現
状
で

は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
思
考
力
・

判
断
力
を
問
う
作
問
な
ど
に
、
全
て
の
教

科
・
科
目
が
取
り
組
め
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
今
後
は
、
同
校
の
教
師
な
ら
誰
も

が
「
四
ツ
葉
の
学
び
」
を
実
践
で
き
る
よ

う
に
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
を
進
め
、
教
師
個
々

の
指
導
力
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

＊学校資料をそのまま掲載

図３ ソーシャル・ビジネス発表資料

大
学
進
学
後
に
力
を
発
揮
す
る

四
ツ
葉
の
１
期
生
た
ち
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